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令和７年１２月２３日（火曜日） 

高校生と姫路市議会との座談会（総務） 

議会会議室 

出席議員 

西本眞造、金内義和、山口 悟、石堂大輔、 

三和 衛、竹中由佳、嶋谷秀樹、小田響子 

出席高校生 

賢明女子学院高等学校 5人、 

淳心学院高等学校 3人 

開会               ９時５９分 

委員長挨拶            ９時５９分 

出席者紹介           １０時００分 

意見交換            １０時０３分 

〇テーマ 

 ・市民からの関心を高めるための広報 

  「姫路市からの情報発信を見ていますか」 

（委員長） 

 両校から資料に基づき、本テーマに関する提案をし

たいとの申出を受けているので、説明を受けることと

する。 

（高校生） 

 【淳心学院高等学校が資料に基づき説明】 

【賢明女子学院高等学校が資料に基づき説明】  

（議員） 

 先ほどの説明にあったＳＮＳを活用した広報は、作

成前に周知しなければならないという意見はそのと

おりだと思った。 

 絵本を活用した広報は斬新だ。アナログ式の広報に

あえて絵本を活用することで子どもも対象にできる

ことがよかった。 

（議員） 

 播州弁の話が出たが、高校生が思う播州弁のイメー

ジが自分と違っていて驚いた。 

私が住んでいる的形地域は播州弁が強い地域で、昔

の人が使っていた言葉を全てまとめた的形の言葉辞

典があるので見てほしい。 

 広報紙に絵本を活用することは、デジタル式広報と

アナログ式広報の両方にとって今後重要なことだと

思う。 

（議員） 

 姫路市のＳＮＳは再生回数が少ない。行政が発信し

ているということで、面白くないのではないか。有名

なインフルエンサーや自分が興味のあるＳＮＳは再

生回数も多いと思うが、その違いをどのように埋めれ

ばよいか教えてほしい。 

 市民は播州弁を聞き慣れているが、県外の人が聞く

と怒っているように聞こえるので、発信の仕方は気を

つけないといけないと思っている。面白おかしくする

のであればいいが、発信の仕方が難しいと思う。 

（議員） 

 播州弁の話は斬新だと感じていたが、関西弁が全国

的に広がっているので、名古屋や九州の方言みたいに

コンテンツとして面白くなる方法を具体的に教えて

ほしい。 

 絵本の活用はよいと思ったが、漫画ではどうか。 

 そもそも市民が姫路市の情報を知りたいと思って

いるのか、高校生の情報の取得方法を教えてほしい。 

（議員） 

 先ほど説明にあったＳＮＳを開設したことの周知

については、姫路市の広報の根本的な課題を指摘され

たと思う。両校で高校生広報会議みたいなことを市の

イベントとして実施できるのではないかと感じた。 

 広報ひめじは文字が多すぎるので、ＱＲコードの活

用や説明にあった絵本の活用ができたらいいと思う。 

 率直に姫路市の広報の駄目出しをしてほしい。 

（議員） 

 今回の座談会にあたって姫路市の広報を閲覧した

と思うが、率直に姫路市の広報が駄目だと感じた人は

いるか。 

（大半が挙手） 

（議員） 

 播州弁は普段使用しているか。 

（高校生） 

 使わない。 

（議員） 

 若い世代に播州弁を使ってもらうにはどうすれば

よいか。ＳＮＳのツールの１つとして使えたらよいと

思うが、高校生の知恵を貸してほしい。 

 広報ひめじを読みやすくすることや、市民参加型に

するという意見は、もっともだと思う。発信の仕方が

古い考え方になるので、高校生の柔軟な考え方を取り

入れながら発信していくことは、実施していかないと
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いけないと思った。 

（委員長） 

 高校生の意見は広報課の職員にとって耳が痛いと

思う。実際はやっているが、市民に届いていないとい

うのが課題である。 

 高校生の意見で文字を削減する案があったが、掲載

したい情報が多いので、紙面いっぱいの文字となって

いると思う。 

 先ほど議員から質問のあった姫路市の広報の駄目

出しを教えてほしい。 

（高校生） 

 千葉県のＳＮＳは、流行りの音楽に合わせてマスコ

ットキャラクターのチーバくんが千葉の名所で踊っ

ている動画を上げているが、姫路市も発信するだけで

なく、流行に乗った広報をしていくといいと思う。 

（高校生） 

 インスタグラムのフォロワーを増やすことで、別の

広報媒体の閲覧者が増えることにつながると思う。 

（高校生） 

 姫路出身の有名なインフルエンサーを招待して盛

り上げてもらうことがよいと思う。 

（高校生） 

 今回の座談会に当たって市のインスタグラムを見

たが、発信内容が堅いと思った。インスタグラムを見

る若い世代に市のことを知ってほしいならばもう少

しカジュアルな内容にしたほうがいい。対象の世代を

変えるのはどうか。 

（高校生） 

 私も堅いと思った。他の情報と比べてお金に関する

情報の再生回数が多かったので、そのような情報を発

信することがよいと思う。 

 動画の再生はタイトルとサムネイルで決まること

がほとんどなので、「～すぎる」や「～してみた」な

どのタイトルをつけたら再生回数が増えると思う。 

（高校生） 

 私も堅いと思った。議員や行政は真面目なイメージ

があるのでインスタグラムなどで少しずつ変えてい

ったほうがいい。私たちの学校が出しているインスタ

グラムも初めは再生回数が伸び悩んで苦戦していた

が、同じパターンにならないように投稿の仕方やスト

ーリーを毎回工夫している。 

（高校生） 

 市のインスタグラムでは新しくできた飲食店を掲

載しているが、あまり行きたいと思える内容ではない。

ティックトックなどの動画なら見たいと思うが、写真

が１枚だけあっても本当に美味しいか分からない。も

っと動画を上げたほうがいい。 

（高校生） 

 市はユーチューブを使用した広報をしているが、そ

もそも存在を知らなかった。今回初めて見て投稿は興

味深いものがあったので、もっと周知したほうがいい。

ユーチューブは幅広い世代が見るので、対象を広げる

と再生回数が増えると思う。 

（議員） 

 高校生の意見を聞いてそのとおりだと思った。市の

広報課の職員はインスタグラムなどのＳＮＳに関し

て、ド素人だと思う。ある程度業者に外注するか、若

い世代と広報課で勉強会をしてもらいたい。 

 (議員） 

 高校生の意見にあったとおり、市のＳＮＳは面白く

ないと思う。市のＳＮＳは高齢者の閲覧も想定してい

る考え方だと思うが、インスタグラムやユーチューブ

はターゲットを絞ったほうがよいと感じた。 

（議員） 

 市のＳＮＳでどのような情報がほしいと思うか。 

（高校生） 

 飲食店の情報はほかのインスタグラムから情報を

得るので、必要ない。行政にしかできない情報の発信

があれば見ると思う。 

（議員） 

 広報課の職員も迷っていると思う。 

 議員やキャラクターが踊る動画は行政のブランド

づくりに貢献していると思うので、姫路市のインスタ

グラムもブランドづくりという考えがいるのではな

いか。 

（議員） 

 若い人は普段行政のＳＮＳを見ることはないと思

う。私も市のホームページを見るときは何か目的があ

って調べる際に使用するが、目的がなければ見ること

はない。そもそも市のホームページやＬＩＮＥで情報

発信をするのはよいが、インスタグラムは姫路市を対

外的にＰＲするツールなので目的が違うと思う。 
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（委員長） 

 先日、総務委員会で行った視察先では、まずインナ

ープロモーションをしっかりと実施した上で、対外的

な発信をしていた。私も姫路城に行った後どこに行け

ばいいのかと問われると即答できないことがあると

思うので、自分のまちを知っておくことは重要だと思

う。 

（議員） 

 行政が発信する情報は災害情報など堅い内容にな

ってしまうが、例えば発信者が有名なインフルエンサ

ーであれば、情報が堅くても見てみようと思うか。 

（高校生） 

 見たいと思う。 

（議員） 

 発表にあったＳＮＳのアンケート機能を活用して、

行政のテーマを市民がリクエストするという案は非

常にいいと思った。アンチコメントなどの対策は必要

だが、ルールを決めて実施すれば非常にいいと思う。 

（議員） 

 高校生が運用している学校のインスタグラムにア

ンチコメントはあるのか。 

（高校生） 

 コメントはできないようになっている。 

（議員） 

 両校の発表を併せて、播州弁の絵本などを作成する

とよいのではないか。 

（高校生） 

 山陽姫路駅の前にある大型モニターに播州弁と標

準語の違いが分かる広告を流しているが、そのような

ものを見ることで播州弁の理解が深まるので、もっと

発信したほうがよいと思う。 

（議員） 

 この座談会に当たって姫路市の公式ＬＩＮＥを登

録したか。 

（高校生） 

 していない。 

（議員） 

 広報課が友達登録の目標を何万人と設定している

が伸び悩んでいる。何か良い案はないか。 

（高校生） 

 公式ＬＩＮＥは通知が多いので、通知をオフにする

か削除する。一方的に情報を送られても確認したら削

除する。 

（議員） 

 プッシュ型の情報は不必要であることを理解した。

自分が欲しい情報をすぐに取りに行けることが重要

で、公式ＬＩＮＥは行政側の都合で情報を送っている。 

（議員） 

 ほかの自治体では公式ＬＩＮＥを登録した方限定

にスタンプを贈呈する事例があるが、その場合公式Ｌ

ＩＮＥに登録しようと思うか。 

（高校生） 

 スタンプが欲しいので登録はするが、その後削除す

る。 

（議員） 

 高校生が姫路市に求める情報はどのようなものか。 

（高校生） 

 クーポンが欲しい。 

（議員） 

 例えば行政以外が発信しているクーポンもあるが、

必要のないクーポンがほとんどである。そのようなク

ーポンでも必要か。 

（高校生） 

 飲食店であればうれしい。 

（高校生） 

 しらさぎＰａｙがもらえるとうれしい。 

（議員） 

 世代ごとに必要な情報を分けて発信する必要があ

るのではないか。ＳＮＳは情報発信というカテゴリで

は一緒だが、全世代向けの情報やターゲットを絞った

情報がある。 

（議員） 

 高校生が興味を持って毎日見たいと思える情報は

どのようなものか知りたい。 

 時々見るだけの情報であれば、公式のＳＮＳをあま

り見る必要ないが、市の情報を発信していくにはどう

すればよいか。 

（高校生） 

 市長や議員の活動を全く知らないので、１日の活動

を動画で投稿してほしい。 

（議員） 

 それは１回見たら見なくなるのではないか。 
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（議員） 

 公式ＳＮＳを見るきっかけになるのではないか。災

害時など必要なときの情報につながればよい。 

（議員） 

 発表にもあったが、若い世代が発信者側に入ること

が重要だと思う。座談会に参加して議員と話している

だけでもすごいことだと思うが、広報課の職員と直接

話したほうがよりよい方向に進むのではないか。 

（委員長） 

 予定の時間となったので座談会を終了する。 

意見交換終了           １１時２５分 

副委員長挨拶           １１時２８分 

閉会               １１時３１分 

 

  

 

 


